IT・エレクトロニクスステーション―６

非線形電子回路システムのカオス発生と制御法
工学研究科　太田垣博一（システム工学研究室）
工学研究科　伊藤正紀　（システム工学研究室）
Keywords：非線形電子回路、カオス発生、制御法、三相交流駆動、インピーダンス変換
１．研究目的
近年，カオスの発生や消滅を制御したり応用しようという試みが電子回路の応用技術でなされている。また，情報の暗号化伝送にカオス信号を用いる試みもなされている。
本研究では，GIC回路（Generalized Impedance Converter Circuit）を用いたインダクタにダイオードを用いることによって，インダクタ素子の非線形化回路を三相交流駆動する方式とその近似数学モデルとを提案する。さらに，提案した回路が従来提案されているカオス発生回路よりもより広範囲にわたって，また長時間持続するという意味で安定なカオスを発生できることを実験結果に基づいて報告する。
２．三相交流駆動カオス発生回路
　本研究でのカオス発生回路を図１に示す。回路を構成している素子のパラメータ値は表示値である。図2にA相とB相とのGICインダクタ入力端子電圧のリサージュ図形を示す。
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３．まとめ

本研究で提案した三相交流駆動カオス発生回路は，従来提案されている単相のカオス発生回路と比較してカオス発生領域が駆動電源周波数の25kHz以下の範囲で約7%であったことに較べて，この回路ではカオス発生領域が約70%となっていることから，従来提案された回路より駆動電源周波数のより広い範囲にわたってカオスを発生することが確かめられた。 駆動電源がＹ結線で負荷がΔ結線の場合の実験についても，今後の検討課題である。また，商用交流電源に接続する場合の実験についても今後の検討課題である。また、提案した回路の情報の暗号化伝送への応用についても検討したい。
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図１三相交流駆動カオス発生回路
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図2　GICインダクタ入力端子電圧の


リサージュ図形








連絡先　Tel：086-256-9524　E-mail：ohtagaki@ee.ous.ac.jp


